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座間市市民憲章 

 

私たち座間市民は、めぐまれた自然と、文化や伝統を誇りとし、明るい

街づくりのために、すべての英知をそそぐことを誓って、この憲章を定め

ます。 

１ 清らかな空と水、緑あふれる郷土を誇りとします。 

１ いのちを大切にし、健やかな日々のために、力をわかちあいます。 

１ 仕事を生きがいとし、活力ある街をつくります。 

１ 学びあい、心をみがき、豊かな文化をきずきます。 

１ 思いやり、はげましあい、心と心の輪をひろげます。 

昭和５６年１１月１日制定 

座間市消防安全訓 

 

１ 点検・確認が出発点 

２ 気をつけろ熟練した時に落とし穴 

３ 能力の差は小さく努力の差は大きい 

 



は し が き 

 

 

この消防統計は、令和３年（一部令和３年度）中、令和４年３月３１日及び令和４年４月１日 

 

現在における座間市の消防現勢及び消防業務に関する諸般の事項を収録し、消防事情を紹介する 

 

ものです。 

 

本書により消防の実態を御理解いただくとともに広く御活用頂ければ幸いです。 

 

 

◇ この統計を作成するための資料は、消防本部の各課、消防署及び市役所関係各課の資料提供に 

 

よるものです。 

 

◇ 気象概況については、消防本部屋上に設置された観測機器により測定したもので、消防・防災 

 

活動の資料とするものです。 
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山北町 

 

 

座間市は、首都圏４０ｋｍの内側に位置し、神奈川県のほぼ中央にあり、相模平野の一角を占め

ている。東部は相模原台地の高台で、住宅や工業地帯が広がり、中央に座間丘陵が南北に連なり、

西部は相模川に沿って低い水田地帯が広がっている。 

市の面積は、１７．５７ｋｍ２で東西に５．３ｋｍ、南北に４．０ｋｍの広がりをもち、東は大

和市、西は相模川を隔てて厚木市に、南は海老名市、北は相模原市にそれぞれ接しています。 
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座 間 市 の 位 置  
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現在の市域が形成されたのは、明治２２年（１８８９年）の市制及び町村制で、座間入谷村、座間

宿村、栗原村、新田宿村、四ツ谷村の５カ村と新戸村飛地とが合併し「座間村」が誕生したときで、

そのころは、米麦、養蚕を中心とした農村でした。 

その後、大正から昭和初期にかけて神中線（現相模鉄道）、小田急線、相模鉄道（現ＪＲ相模線）

の開通などにつれて村の様相も次第に変わり、さらに、昭和１２年（１９３７年）に陸軍士官学校が

東京市ヶ谷から移転してくるとともに町制が施行され、座間町へと発展しました。 

そして、昭和１６年（１９４１年）に上溝町及び近隣６村（現相模原市）とともに相模原町を構成

しましたが、終戦後には町民からの分町機運が高まり、昭和２３年（１９４８年）に独立し、新生「座

間町」がスタートしました。 

昭和２０年（１９４５年）の終戦とともに陸軍士官学校が閉鎖され、跡地はキャンプ座間として在

日米陸軍司令部が置かれ、昭和４６年（１９７１年）から陸上自衛隊が一部共同使用しながら今日に

至っています。 

昭和３０年代から、国のめざましい経済発展に呼応するように人口の急増など都市化が進み、昭和

４６年１１月１日に県下１７番目の市として市制を施行しました。 

その後、平成７年には核づくり計画に基づき市庁舎を本市の中心部に移転、平成３０年にキャ ン

プ座間の返還跡地に新消防庁舎が完成し、令和３年には市制施行５０周年を迎え、今日に至っていま

す。 

 

座 間 市 の 変 遷  



３ 

 
年  月 消 防 本 部 消 防 団 

明治３２年 

  ～昭和１４年 
 

消防組として部落自衛消防を自主的に

組織する。 

昭和１４年 

  ～昭和２０年 
 

戦時中町的な組織として警防団を編成

する。 

昭和１６年１１月  
相模原８ヶ町村の合併団結により相模

原町警防団の中に合併する。 

昭和２３年 ３月  

消防組織法発令とともに相模原町座間

消防団として新発足１０ヶ分団編成団

員６００名 

昭和２３年 ９月  

当市が相模原町から分離独立し座間町

消防団となる。 

初代消防団長  

山田 和夫氏就任 

昭和２６年 ３月  
初代消防団長   

山田 和夫氏退任 

昭和２６年 ４月  
２代目消防団長 

若林 則氏就任  

昭和２９年 ３月  日本消防協会から竿頭綬授与 

昭和３０年 ３月  
２代目消防団長 

若林 則氏退任 

昭和３０年 ４月  
３代目消防団長 

   瀬戸 俊孝氏就任 

昭和３６年 ３月  
３代目消防団長 

   瀬戸 俊孝氏退任 

昭和３６年 ４月  
４代目消防団長 

   長谷川 秀太郎氏就任 

昭和３７年 ９月  
第１２回神奈川県消防操法大会

において優秀賞を獲得 

昭和３８年１２月 

消防本部分団結成、役場職員２０名で

消防団常備部として発足、昼夜出動体

制をとる。小型動力ポンプ付積載車１

台、庶務課消防係担当 

消防団１０ヶ分団を５ヶ分団に統合団

員６００名を３４５名に減員 

昭和４０年 ４月 消防常備体制準備のため職員１名採用  

昭和４０年 ７月 職員１名採用  

昭和４１年 ４月 

消防課設置消防士５名役場職員から転

属。課長１名、係長１名、消防士５名、

事務員１名（女性職員）計８名とし、

同時に本部分団１０名減員、消防団か

ら本部要員３０名を指名消防士に援助

させる。 

小型動力ポンプ付積載車１台 

消防団員を３１４名に減員 

座 間 市 消 防 のあゆみ 



４ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

昭和４１年 ７月 

消防士７名採用、実員１５名となる。 

救急車１台配備 

小型動力ポンプ付積載車１台配備 

６名あて隔日勤務に入る。 

本部分団解散 

 

昭和４１年 ８月 消防士２名採用、実員１７名となる。  

昭和４１年１０月 
消防ポンプ自動車１台購入配備、積載

車は消防団に配備 
 

昭和４２年 ２月  
日本消防協会から消防団表彰旗授与さ

れる。 

昭和４２年 ４月 

消防本部設置（非指定）初代消防長に

稲垣 功氏就任（兼任）新たに消防士

４名採用 実員２２名となる。 

町長部局へ１名出向、町長部局から２

名出向 

消防団員２７０名に減員 

昭和４２年 ５月 
消防指令車１台購入配備、超短波無線

電話機基地局１局、車載用２局購入 
 

昭和４２年１０月 

消防署設置（非指定）危険物関係事務

県防災消防課より引継ぎ規制事務を開

始する。危険物施設（１５５） 

消防士１名退職、実員２１名となる。 

 

昭和４３年 １月 
初代消防長  稲垣 功氏退任 

２代目消防長 片野 敏氏就任 
 

昭和４３年 ２月 消防士３名採用、実員２４名となる。  

昭和４３年 ４月 

消防士２名採用、町長部局へ１名出向

実員２５名となる。 

超短波無線電話機携帯局１局購入 

気象観測計器購入配備 

消防団員２４６名に減員 

昭和４３年 ６月 消防士１名採用、実員２６名となる。  

昭和４３年 ８月 

消防士１名採用、実員２７名となる。

政令指定され昭和４４年４月１日より

施行と決定する。 

 

昭和４３年 ９月 超短波無線電話機携帯局２局購入 
消防ポンプ自動車新規購入第２分団に

配備（更新） 

昭和４３年１２月 消防士２名採用、実員２９名となる。  

昭和４４年 １月 

町長部局へ１名異動、町長部局から１

名出向、実員２９名 

超短波無線電話機携帯局１局購入 

 

昭和４４年 ２月 消防士１名採用、実員３０名となる。  

昭和４４年 ３月  
４代目消防団長 

長谷川 秀太郎氏退任 



５ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

昭和４４年 ４月 

政令指定適用される。消防士１名採用

実員３１名となる。水槽付消防ポンプ

自動車１台配備（本署） 

消防団員２３１名に減員 

５代目消防団長 

   本多 佳治氏就任 

昭和４４年 ８月 
消防士４名採用、町長部局へ１名出向

実員３４名となる。 
 

昭和４５年 ３月 救急車１台購入配備  

昭和４５年 ４月 
消防士１名採用、町長部局へ１名出向

実員３４名となる。 
消防団員２１５名に減員 

昭和４５年 ８月 消防士１名採用、実員３５名となる。  

昭和４５年１１月  
小型動力ポンプ付積載車１台購入配備

（更新） 

昭和４５年１２月 

消防庁舎落成、鉄筋コンクリート造り

２階建、延面積６４３．５㎡、町長部

局より１名出向、実員３６名となる。 

 

昭和４６年 １月 
町長部局から２名出向（女性職員）、実

員３８名となる。 
 

昭和４６年 ３月 
２代目消防長 片野 敏氏退任 

消防士１名採用、実員３９名となる。 
 

昭和４６年 ４月 
３代目消防長 金子 四郎氏就任 

消防士１名採用、実員４０名となる。 
 

昭和４６年 ５月 消防士２名採用、実員４２名となる。  

昭和４６年 ６月 指令車１台廃車  

昭和４６年 ７月 
消防士１名採用、２名退職 

実員４１名となる。 
 

昭和４６年 ８月 指令車１台購入配備 
小型動力ポンプ付積載車２台購入配備

（更新） 

昭和４６年 ９月 
消防士１名採用 

実員４２名となる。 
 

昭和４６年１０月 
消防士１名採用、１名退職 

実員４２名となる。 

小型動力ポンプ付積載車１台購入配備

（更新） 

昭和４６年１２月 訓練塔竣工  

昭和４７年 １月 消防士１名採用、実員４３名となる。  

昭和４７年 ４月 消防士４名採用、実員４７名となる。  

昭和４７年 ８月  

第３分団第５部新設、小型動力ポンプ

付積載車１台配備 

消防団員２２４名に増員 

第２２回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

昭和４７年 ９月 ３代目消防長 金子 四郎氏退任  

昭和４７年１０月 ４代目消防長 稲垣 功氏就任  



６ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

昭和４７年１１月 

超短波無線電話機を郵政省令の改正に

基づき挟帯化に切替える基地局１局、

車載用５局、携帯用７局 

 

昭和４８年 ４月 
消防士４名採用、市長部局へ１名出向

実員５０名となる。 
消防団員２２３名に減員 

昭和４８年 ８月 
 

 

第２３回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

昭和４８年 ９月  
第２分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車１台配備（更新） 

昭和４８年１０月  
第１分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車１台配備（更新） 

昭和４９年 １月  
第３分団第４部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

昭和４９年 ７月 消防士１名採用、実員５１名となる。  

昭和４９年 ８月 
救急車１台購入配備、超短波無線電話

機車載用１局購入  計６局 

第２４回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

昭和４９年１１月 消防士１名採用、実員５２名となる。  

昭和４９年１２月  

第４分団第１部・小型動力ポンプ付積

載車に替え、消防ポンプ自動車配備 

第２分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

第２分団第２部・器具置場新設 

昭和５０年 ２月 携帯局１局購入 計８局  

昭和５０年 ８月  
第２５回神奈川県消防操法大会

において優秀賞獲得 

昭和５０年 ９月 消防士１名退職、実員５１名となる。 
第１分団第１部・小型動力ポンプ付積

載車に替え、消防ポンプ自動車配備 

昭和５０年１０月 
相模原市と１１９番転送装置取扱協定

書締結 
 

昭和５１年 ３月 
指揮車１台購入配備（消防署）  

業務連絡車１台購入配備（消防本部） 

第２分団第３部・第３分団第１部・第

３分団第５部・第４分団第２部待機室

建設 

昭和５１年 ７月 
市長部局から３名出向、実員５４名と

なる。 
 

昭和５１年 ８月  
第２６回神奈川県消防操法大会

において最優秀賞獲得 

昭和５１年１０月 消防士３名採用、実員５７名となる。  

昭和５１年１１月 
はしご付消防ポンプ自動車１台購入配

備（消防署） 
 

昭和５１年１２月 

市長部局から出向の職員１名退職､実

員５６名となる。消防ポンプ自動車１

台購入配備（消防署） 超短波無線電

話機車載用１局購入 計７局 

第２分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（新規） 



７ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

昭和５２年 ２月 

査察車１台購入配備（消防本部） 

超短波無線電話機携帯用２局購入 

計１０局 

 

昭和５２年 ５月 
市長部局から１名出向、実員５７名と

なる。 
 

昭和５２年 ８月  
第２７回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

昭和５２年１０月 

消防士７名採用実員６４名となる。 

超短波無線電話機車載用１局購入 

計８局 

第５分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

昭和５３年 ２月 救急自動車１台配備（消防署） 

第１分団第２部、第１分団第３部車

庫・待機室改築 

第２分団第１部待機室新築 

第４分団第３部車庫・待機室新築 

昭和５３年 ３月  
第５分団第１部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

昭和５３年 ４月 消防士７名採用、実員７１名となる。  

昭和５３年 ７月 
４代目消防長 稲垣 功氏退任 

５代目消防長 金子 四郎氏就任 
 

昭和５３年 ８月 
第８回全国消防救 助技術大会    

はしご登はんに出場 

第２８回神奈川県消防操法大会

において優秀賞獲得 

昭和５３年１０月 
消防士５名採用、実員７６名となる。 

機構改革により危険物係（新設） 
 

昭和５３年１２月 
東分署開署に伴い化学消防ポンプ自動

車１台購入配備 
 

昭和５４年 １月 
消防士１名採用、１名退職 

実員７６名となる。 
 

昭和５４年 ２月 

東分署開署に伴い広報車１台購入配

備、超短波無線電話機携帯用４局購入 

計１４局 

第３分団第１部・小型動力ポンプ付積

載車に替え消防ポンプ自動車配備 

第１分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

昭和５４年 ３月 
超短波無線電話機車載用１局購入 

計９局 

５代目消防団長 

   本多 佳治氏退任 

昭和５４年 ４月 

消防士８名採用、実員８４名となる。 

東分署開設（鉄筋コンクリート造、床

面積３８０．４５㎡） 

６代目消防団長 

   谷田 要氏就任 

昭和５４年 ８月  
第２９回神奈川県消防操法大会

において優秀賞獲得 

昭和５４年 ９月 
水槽付消防ポンプ自動車１台配備（本

署） 
 



８ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

昭和５４年１０月 

東分署救急業務開始に伴い救急車１台

配備、機構改革により、消防本部に総

務課（庶務係、企画係）予防課（審査

係､指導係）を新設、消防署に管理室を

設け、当直隊に主幹を置く。 

第４分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

昭和５４年１１月 
超短波無線電話機携帯用２局購入 

計１６局 
 

昭和５４年１２月 

５代目消防長 金子 四郎氏退任 

６代目消防長 稲垣  要氏就任 

消防ポンプ自動車１台配備（本署） 

超短波無線電話機車載用３局購入 

計１２局 

第３分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車に替え消防ポンプ自動車配備 

昭和５５年 ３月 
本部庁舎増築（鉄骨造延床面積２２７．

７㎡）電話交換機購入設置 
 

昭和５５年 ４月 消防士６名採用、実員９０名となる。  

昭和５５年 ６月  
第４分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

昭和５５年 ８月  
第３０回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

昭和５５年１０月 
超短波無線電話機車載用４局購入 

計１６局 
 

昭和５５年１２月 

指令車購入 超短波無線電話機携帯用

１局廃止、計１５局 広報車１台購入、

消防本部に配備 

 

昭和５６年 ４月 

市長部局へ１名出向、市長部局から１

名出向、消防士４名採用、実員９４名

となる。 

 

昭和５６年 ８月  
第３１回神奈川県消防操法大会

において優秀賞獲得 

昭和５６年１０月 

６代目消防長 稲垣 要氏退任 

７代目消防長 大矢 勉氏就任 

消防士３名採用、実員９７名となる。 

超短波電話無線機車載用３局購入、計

１９局、消防ポンプ自動車１台購入配

備（東分署）、広報車１台購入配備（消

防本部） 

第４分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

昭和５７年 １月  
第４分団第１部車庫・待機室新築 

車載用受令機１６台配備 



９ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

昭和５７年 ４月 

市長部局へ１名出向、市長部局から１

名出向、消防士４名採用、実員１０１

名となる。 

 

昭和５７年 ８月 

７代目消防長 大矢 勉氏退任 

８代目消防長 吉山 武治氏就任 

第１１回全国消防救助技術大会

ほふく救出に出場 

第３２回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

昭和５７年１２月  
第３分団第２部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

昭和５８年 ２月 超短波無線電話機車載用２局更新  

昭和５８年 ３月  

第１分団第１部車庫・待機室新築 

日本消防協会から竿頭綬授与 

６代目消防団長 

   谷田 要氏退任 

昭和５８年 ４月 消防士３名採用、実員１０４名となる。 
７代目消防団長 

   中村 知司氏就任 

昭和５８年 ８月  

第２分団第１部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

第３３回神奈川県消防操法大会

において優秀賞獲得 

昭和５８年１０月 

機構改革により消防本部総務課に防災

係を置く。市長部局から３名出向、消

防士３名採用、実員１１０名となる。 

救急車１台配備（消防署）、防災車１台

配備（消防本部） 

 

昭和５８年１１月 

北分署開署に伴い、広報車１台、消防

ポンプ自動車１台購入配備 

超短波無線電話機車載用２局購入  

計２１局､超短波無線電話機携帯用３

局購入 計１８局 

 

昭和５８年１２月 
８代目消防長  吉山 武治氏退任 

消防長事務取扱 中村 孟氏就任 
 

昭和５９年 １月 

消防長事務取扱 中村 孟氏退任 

９代目消防長  大矢 勉氏就任 

市長部局へ１名出向、実員１０９名と

なる。 

 

昭和５９年 ４月 

消防士２名採用、市長部局へ２名出向、

市長部局から２名出向、実員１１１名

となる。北分署開署（鉄筋コンクリー

ト造、床面積４４８．７８㎡） 

 



１０ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

昭和５９年 ８月  
第３４回神奈川県消防操法大会

において最優秀賞獲得 

昭和５９年 ９月  
第３分団第５部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

昭和５９年１０月 北分署救急業務開始（救急車１台配備）  

昭和５９年１２月 
超短波無線電話機車載用１局、可搬用

２局購入、車載用１局更新 計２４局 
 

昭和６０年 ２月 
消防士長１名退職、実員１１０名とな

る。 
 

昭和６０年 ３月 

救急指令装置Ｂ型配備、超短波無線電

話機車載用１局購入、車載用２局更新 

計２５局 

事務吏員１名､消防士１名退職、実員１

０８名となる。 

第２分団第１部車庫新築 

７代目消防団長 

   中村 知司氏退任 

昭和６０年 ４月 

市長部局へ２名出向、市長部局から２

名出向、実員１０８名となる。 

消防テレホンサービス開始 

℡０４６２（５１）０１１９ 

８代目消防団長 

   森田 源養氏就任 

昭和６０年 ９月  

第１分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

座間市消防団消防操法合同訓練会 

昭和６０年１０年 

消防士３名採用、市長部局へ１名出向、

市長部局から１名出向、実員１１１名

となる。 

超短波無線電話機車載用１局廃止 

計２４局 

 

昭和６１年 ３月 
消防庁長官から竿頭綬授与される。 

（消防本部、消防団） 
第５分団第２部車庫・待機室新築 

昭和６１年 ４月 

市長部局へ１名出向、市長部局から１

名出向、消防士１名退職、実員１１０

名となる。 

 

昭和６１年 ７月 救急自動車１台更新（寄贈）  

昭和６１年 ８月  
第３５回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

昭和６１年１０月 消防士１名採用、実員１１１名となる。  

昭和６１年１１月   
第２分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

昭和６２年 １月 消防ポンプ自動車１台更新  

昭和６２年 ４月 

市長部局へ２名出向、市長部局から２

名出向、消防士３名採用、実員１１４

名となる。 

 

昭和６２年 ９月  第１回座間市消防団消防操法大会 



１１ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

昭和６２年１０月 指揮車１台更新  

昭和６２年１２月 

救助工作車Ⅱ型１台購入配備、広報車

１台更新、超短波無線電話機車載用１

局購入 計２５局、超短波無線電話機

携帯用２局購入３局更新 計２０局 

第２分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

昭和６３年 ２月  第２分団第３部車庫・待機室新築 

昭和６３年 ３月 
消防司令補１名退職、実員１１３名と

なる。 
 

昭和６３年 ４月 

消防士２名採用、市長部局へ２名出向、

市長部局から２名出向、実員１１５名

となる。 

 

昭和６３年 ７月 査察車１台更新  

昭和６３年 ８月  
第３６回神奈川県消防操法大会

において優秀賞獲得 

昭和６３年 ９月  
第５分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

昭和６３年１１月 

超短波無線電話機車載用１局更新 計

２５局、携帯用４局更新 計２０局 

消防士１名退職、実員１１４名となる。 

 

平成 元年 ２月 
消防士１名退職、実員１１３名となる。 

危険物屋内貯蔵所新築 
 

平成 元年 ３月 
９代目消防長 大矢 勉氏退任 

消防無線用パンザマスト設置 

８代目消防団長 

   森田 源養氏退任 

第３分団第５部車庫・待機室新築 

平成 元年 ４月 

１０代目消防長 森田 実氏就任 

消防士４名採用、市長部局へ１名出向、

市長部局から１名出向、実員１１７名

となる。 

９代目消防団長 

   鈴木 茂氏就任 

平成 元年 ７月 
市長部局へ１名出向、市長部局から１

名出向実員１１７名となる。 
 

平成 元年 ９月 救急自動車１台更新 第２回座間市消防団消防操法大会  

平成 元年１１月 

水槽付消防ポンプ自動車１台更新 

超短波無線電話機車載用２局更新 

計２５局、携帯用２局更新 計２０局 

 

平成 ２年 ３月  

第３分団第４部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

第５分団第１部車庫・待機室新築 

平成 ２年 ４月 

消防士３名採用、市長部局へ１名併任

出向、市長部局へ１名出向、市長部局

から１名出向、実員１２０名となる。 

 



１２ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成 ２年 ５月 

相模川において水難救助活動中職員 1

名が殉職、実員１１９名となる。 

化学消防ポンプ自動車１台更新（寄贈） 

 

平成 ２年 ７月 

指令車１台更新  

広報車１台更新 

資機材搬送車１台更新 

超短波無線電話機車載用２局購入  

計２７局、携帯用２局更新 計２０局 

第３７回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

平成 ２年 ９月 救急車１台更新（寄贈）  

平成 ２年１０月  
第４分団第１部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

平成 ３年 ３月 

消防庁舎増築、はしご車車庫移転 

機構改革により消防署に第１警備課・

第２警備課を新設する。 

第３分団第１部車庫・待機室新築 

平成 ３年 ４月 

消防士６名採用、市長部局へ３名出向、

市長部局から１名出向、実員１２３名

となる。 

 

平成 ３年 ８月 座間市立野台地区女性消防隊発足 第３回座間市消防団消防操法大会  

平成 ３年 ９月 

広報車１台更新（東分署） 

超短波無線電話機車載用１局購入 計

２８局、携帯用２局購入 計２２局 

第１分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成 ３年１０月 
１５ｍ級はしご付消防ポンプ自動車１

台購入配備 
 

平成 ３年１１月  

第１分団第１部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

元消防団長 森田 源養氏勲６等瑞宝

章を授与される。 

平成 ３年１２月 
消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ）１台更

新 
 

平成 ４年 ３月 
消防司令１名退職、実員１２２名とな

る。 

第３分団第３部車庫・待機室新築 

消防団長 鈴木 茂氏消防庁長官から

永年勤続功労章を授与される。 

平成 ４年 ４月 

消防士６名採用、市長部局から１名併

任出向を解かれる、市長部局へ１名併

任出向、市長部局へ１名出向、実員１

２７名となる。次長制度導入 

 

平成 ４年 ５月 消防士１名退職、実員１２６名となる。  

平成 ４年 ７月 
広報車１台更新（企画係） 

防災広報車１台更新 

第３８回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 



１３ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成 ４年 ８月 
第２１回全国消防救助技術大会   

はしご登はんに出場 

第４分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成 ４年 ９月 

超短波無線電話機車載用１局更新 計

２８局、携帯用２局更新 計２２局 

救急車１台更新 

自動車電話機１機購入 

第５分団第１部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

平成 ４年１２月  第３分団第２部車庫・待機室新築 

平成 ５年 ３月 
１０代目消防長 森田 実氏退任 

実員１２５名となる。 
 

平成 ５年 ４月 

１１代目消防長 山田 正明氏就任 

消防士１０名採用、市長部局から１名

併任出向を解かれる。 

市長部局へ３名出向、市長部局から３

名出向、実員１３５名となる。 

 

平成 ５年 ７月 
超短波無線電話機車載用１局更新 計

２８局、携帯用３局更新 計２２局 
 

平成 ５年 ８月  第４回座間市消防団消防操法大会 

平成 ５年１１月  
第４分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車配備（日本消防協会寄贈） 

平成 ６年 ３月  第３分団第４部車庫・待機室新築 

平成 ６年 ４月 

消防士３名採用、市長部局へ１名併任

出向、市長部局へ２名出向、市長部局

から１名出向、実員１３７名となる。 

 

平成 ６年 ７月  
第３９回神奈川県消防操法大会

において、優秀賞獲得 

平成 ６年 ９月 
超短波無線電話機車載用１局更新 計

２８局、携帯用１局更新 計２２局 
 

平成 ６年１１月 救急救命士１名養成（計１名）  

平成 ６年１２月  
第３分団第１部・第３部消防ポンプ自

動車配備（更新） 

平成 ７年 １月 
兵庫県南部地震災害に救助応援隊派遣 

救急自動車１台配備（寄贈） 
 

平成 ７年 ３月 

兵庫県南部地震災害応援隊派遣により

神奈川県知事から感謝状を授与され

る。 

高規格救急自動車１台配備（寄贈） 

 

平成 ７年 ４月 消防士３名採用、実員１４０名となる。 
元消防団長 本多 佳治氏勲５等瑞宝

章を授与される。 

平成 ７年 ５月 
消防庁長官から阪神淡路大震災の応援

活動に対し感謝状を授与される。 
 



１４ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成 ７年 ８月 
第２４回全国消防救助技術大会   

応用登はんに出場 
第５回座間市消防団消防操法大会 

平成 ７年１１月 救急救命士２名養成（計３名） 
元消防団長 谷田 要氏勲６等瑞宝章

を授与される。 

平成 ８年 ３月 
消防庁長官から消防庁長官表彰旗を授

与される。 

９代目消防団長 

   鈴木 茂氏退任 

平成 ８年 ４月 

市長部局から１名併任出向を解かれ

る。市長部局へ１名出向、市長部局か

ら１名出向 

消防士３名採用、実員１４３名となる。 

１０代目消防団長 

    中村 壽志氏就任 

平成 ８年 ６月  第４分団第２部車庫・待機室新築 

平成 ８年 ７月  
第４０回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

平成 ８年 ９月 
超短波無線電話機携帯用３局更新  

計２２局 車載用計２８局 
 

平成 ８年１０月 消防士１名退職、実員１４２名となる。  

平成 ８年１２月 救急救命士２名養成（計５名） 
第３分団第２部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

平成 ９年 ２月 

３８ｍ級はしご付消防自動車１台更新

（消防署） 

消防ポンプ自動車１台（CD－Ⅰ型）更

新（東分署） 

超短波無線電話機車載用１局更新  

計２８局、携帯用計２２局 

 

平成 ９年 ３月 

１１代目消防長 山田 正明氏退任 

超短波無線電話機車載用１局更新  

計２８局、携帯用計２２局 

 

平成 ９年 ４月 

１２代目消防長 入部 昇氏就任 

市長部局から１名出向、市長部局へ２

名出向 

消防士５名採用、実員１４５名となる。 

 

平成 ９年 ７月  第６回座間市消防団消防操法大会  

平成 ９年１１月 
指揮車１台更新 

救急救命士１名養成（計６名） 
 

平成 ９年１２月 

高規格救急自動車１台更新 

広報車１台更新（庶務係） 

超短波無線電話機携帯用４局更新 

第２分団第１部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

平成１０年 ３月 

消防司令長１名退職 

立野台消防施設等（女性消防隊車庫・

待機室及び防災備蓄倉庫）新築 

女性消防隊小型動力ポンプ付積載車１

台配備 

超短波無線電話機車載用１局更新 

１０代目消防団長 

中村 壽志氏退任 



１５ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成１０年 ４月 

市長部局から１名出向、市長部局へ１

名出向 

消防士３名採用、実員１４７名となる。 

１１代目消防団長 

坂本 文彦氏就任 

平成１０年 ６月 救急救命士１名養成（計７名）  

平成１０年 ７月  
第４１回神奈川県消防操法大会

において優秀賞獲得 

平成１０年 ８月 
第２７回全国消防救助技術大会   

応用登はん・ほふく救出に出場 
 

平成１０年１０月 超短波無線電話機携帯用４局更新  

平成１０年１１月 超短波無線電話機車載用２局更新 
第３分団第５部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成１０年１２月 救急救命士１名養成（計８名）  

平成１１年 ２月 
消防ポンプ自動車１台（ＣＤ－Ⅰ型）

更新（北分署） 
 

平成１１年 ３月 消防本部庁舎耐震補強工事  

平成１１年 ４月 

機構改革により市長部局に総務部防災

課を置く。 

市長部局へ３名併任出向、市長部局へ

１名出向、実員１４６名となる。 

 

平成１１年 ７月  第７回座間市消防団消防操法大会  

平成１１年 ８月 
第２８回全国消防救助技術大会   

斜めブリッジ救助に出場 
 

平成１１年 ９月 広報車１台更新（審査係）  

平成１１年１１月 
超短波無線電話機携帯用２局購入 

計２４局 
 

平成１２年 ２月  
第１分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成１２年 ３月 
１２代目消防長 入部 昇氏退任 

消防司令長１名退職 

１１代目消防団長 

坂本 文彦氏退任 

平成１２年 ４月 

１３代目消防長 香取 利光氏就任 

市長部局へ２名出向（１名併任）、市長

部局から１名出向 

市長部局から１名併任出向解かれる。 

消防士３名採用、実員１４７名となる。 

１２代目消防団長 

本多 英雄氏就任 

平成１２年 ５月 救急救命士１名養成（計９名）  

平成１２年 ７月  
第４２回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

平成１２年 ８月 資機材搬送車１台更新（消防署）  

平成１２年 ９月 
超短波無線電話機車載用２局、携帯用

２局更新 
 



１６ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成１２年１１月 救急救命士１名養成（計１０名） 
第２分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成１３年 １月 緊急消防援助隊、消火部隊１隊登録  

平成１３年 ２月  
第２分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成１３年 ３月 消防司令長１名退職  

平成１３年 ４月 

市長部局へ１名併任出向 

市長部局から１名併任出向解かれる。 

消防士３名採用、実員１４９名となる。 

 

平成１３年 ５月 消防司令補１名退職  

平成１３年 ７月 査察車１台更新（指導係） 第８回座間市消防団消防操法大会  

平成１３年 ８月 指令車１台更新  

平成１３年１１月 

超短波無線電話機可搬式２局、携帯用

４局更新 

救急救命士１名養成（計１１名） 

 

平成１３年１２月 新通信指令装置運用開始  

平成１４年 ２月 

高規格救急自動車１台更新 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）１台

更新（消防署） 

 

平成１４年 ３月 
１３代目消防長 香取 利光氏退任 

消防司令長１名退職 

１２代目消防団長 

    本多 英雄氏退任 

平成１４年 ４月 

１４代目消防長 石井 康正氏就任 

市長部局へ２名出向（１名併任） 

消防士３名採用、実員１４８名となる。 

１３代目消防団長 

    澤田 善光氏就任 

平成１４年 ７月 

 

 

 

第４３回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

平成１４年度、神奈川県・座間市・相

模原市水防演習（相模原市新戸地先） 

平成１４年１０月 災害救助資機材搬送車１台購入配備   

平成１４年１１月 

超短波無線電話機車載用１局、携帯用

３局更新 

救急救命士１名養成（計１２名） 

  

平成１５年 ２月 救助工作車（Ⅱ型）１台更新（本署） 
第５分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成１５年 ３月 

水槽付消防ポンプ自動車１台更新 

消防司令長２名退職 

超短波無線電話機車載用１局更新 

                         

 

平成１５年 ４月 

市長部局へ１名併任出向 

市長部局から１名併任出向を解かれ

る。 

消防士２名採用、実員１４８名となる。 

 

 



１７ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成１５年 ７月 

広報車１台更新（東分署） 

超短波無線電話機車載用１局 

携帯用３局更新 

第９回座間市消防団消防操法大会  

平成１５年 ８月 
広報車１台更新（企画係） 

消防司令１名退職 

 

 

平成１５年１１月 救急救命士１名養成（計１３名）  

平成１５年１２月 
高規格救急自動車１台更新（東分署） 

消防司令１名退職 

 

 

平成１６年 ３月 

消防司令長１名退職 

消防司令 ３名退職 

１４代目消防長 石井 康正氏退任 

１３代目消防団長 

    澤田 善光氏退任 

平成１６年 ４月 

１５代目消防長 増井 京市氏就任 

消防士５名採用、実員１４６名となる。 

市長部局から１名併任出向を解かれ

る。 

１４代目消防団長 

    片野 光司氏就任 

 

平成１６年 ７月  
第４４回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

平成１６年 ８月 
第３３回全国消防救助大会応用登はん

出場 
 

平成１６年１０月 

新潟県中越地震災害に緊急消防援助隊

として余震警戒活動派遣及び救援物資

搬送 

超短波無線電話機車載用２局 

携帯用４局更新 

 

平成１６年１２月 

消防庁長官から新潟県中越地震におけ

る緊急援助隊の応援活動に対し褒状を

授与される。 

 

平成１７年 １月  
第３分団第４部及び第４分団第１部、

消防ポンプ自動車配備（更新） 

平成１７年 ２月 超短波無線電話機車載用１局更新 
（財）日本消防協会から竿頭綬が授与

される。 

平成１７年 ３月 消防司令長１名退職  

平成１７年 ４月 

４月１日をもって新機構改革施行 

市長部局へ１名併任出向 

市長部局から１名併任出向を解かれ

る。 

消防士２名採用、実員１４７名となる。 

 

 

 

 

平成１７年 ５月 救急救命士１名養成（計１４名）  

平成１７年 ７月  第１０回座間市消防団消防操法大会 

平成１７年 ９月 消防司令補１名退職  



１８ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成１７年１２月 
超短波無線電話機車載用３局 

携帯用６局更新 

第１分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成１８年 ２月 高規格救急自動車１台更新（北分署）  

平成１８年 ３月 消防司令長１名退職 
１４代目消防団長 

片野 光司氏退任 

平成１８年 ４月 

緊急消防援助隊、救急部隊１隊登録 

消防士３名採用、実員１４８名となる。 

１１代目消防長消防監 山田 正明氏 

叙勲（瑞宝双光章）を授与される。 

１５代目消防団長 

鈴野 俊夫氏就任 

平成１８年 ５月 救急救命士１名養成（計１５名）  

平成１８年 ７月  
第４５回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

平成１８年 ８月 
第３５回全国消防救助技術大会  

ほふく救出に出場 
 

平成１８年１１月  
第１分団第１部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

平成１８年１２月 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台 

更新（北分署） 

超短波無線電話機車載用４局 

携帯用１局更新 

 

平成１９年 ３月 

１５代目消防長 増井 京市氏退任 

消防司令長３名退職 

消防司令 １名退職 

消防士  １名退職 

元消防司令長 大矢 武史氏 

叙勲（瑞宝単光章）を授与される。 

 

平成１９年 ４月 

１６代目消防長 髙橋 富夫氏就任 

消防士５名採用、実員１４７名となる。 

市長部局へ１名併任出向 

市長部局から１名併任出向解かれる。 

元消防団長 鈴木 茂氏瑞宝単光章を

授与される。 

平成１９年 ５月 救急救命士１名養成（計１６名）  

平成１９年 ７月  第１１回座間市消防団消防操法大会 

平成１９年 ８月 
第３６回全国消防救助技術大会 

ロープ応用登はんに出場 
 

平成１９年 ９月  
第４分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成２０年 １月 
超短波無線電話機車載用１局 

携帯用２局更新 
 

平成２０年 ３月 消防司令長３名退職  

平成２０年 ４月 消防士４名採用・実員１４８名となる。  

平成２０年 ５月 救急救命士２名養成（計１８名）  



１９ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成２０年 ７月  
第４６回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

平成２０年１０月 
消防無線基地局整備（市波・救急波を 

市役所に増設） 
 

平成２０年１１月  
第４分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成２１年 １月 
超短波無線電話機車載用１局 

携帯用２局更新 
 

平成２１年 ３月 

高規格救急自動車１台更新（本署） 

１６代目消防長 髙橋 富夫氏退任 

消防司令長１名退職 

消防司令 １名退職 

（財）神奈川県消防協会から竿頭綬が

授与される。 

平成２１年 ４月 

１７代目消防長 林 正純氏就任 

消防士３名採用、実員１４８名となる。 

市長部局へ１名併任出向 

市長部局から１名併任出向解かれる。 

 

平成２１年 ５月 救急救命士１名養成（計１９名）  

平成２１年 ７月 会議室１棟新築５０．７８㎡（リース） 第１２回座間市消防団消防操法大会 

平成２２年 １月 高規格救急自動車１台更新（東分署）  

平成２２年 ２月 

広報車１台更新（本署） 

指揮車１台更新（本署） 

超短波無線電話機車載用１局 

携帯用２局更新 

 

平成２２年 ３月 
消防相互援助協約締結（改訂） 

座間市及び在日米陸軍 

１５代目消防団長 

    鈴野 俊夫氏退任 

平成２２年 ４月 

１２代目消防長 入部 昇氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を

授与される。 

市長部局から１名併任出向解かれる。 

１６代目消防団長 

    川島 健三氏就任 

平成２２年 ５月 救急救命士１名養成（計２０名） 平成２２年度水防演習 

平成２２年 ７月 
第３９回全国消防救助技術大会   

ロープ応用登はんに出場 

第４７回神奈川県消防操法大会

において優秀賞獲得 

平成２２年１１月 

１３代目消防長 香取 利光氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を

授与される。 

超短波無線電話機携帯用４局更新 

 

平成２３年 ３月 

消防司令長 ４名退職 

消防司令  １名退職 

消防司令補 １名退職 

東日本大震災に伴い、緊急消防援助隊

として宮城県に消火部隊、福島県に救

急部隊を派遣 

はしご付消防ポンプ自動車（１５ｍ級）

１台更新（本署） 

第５分団第１部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 



２０ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成２３年 ４月 

１４代目消防長 石井 康正氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を

授与される。 

元消防司令長 椎野 悟氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝単光章）を

授与される。 

消防士４名採用（救急救命士３名含

む）、実員１４６名となる。 

再任用制度により、３名を再任用する。 

市長部局から１名併任出向解かれる。 

 

平成２３年 ５月 救急救命士１名養成。（計２４名）  

平成２３年 ７月 通信指令装置運用機器更新 第１３回座間市消防団消防操法大会 

平成２３年１１月 

元消防司令長 大木 紀一氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝単光章）を

授与される。 

 

平成２３年１２月 
海老名市、座間市及び綾瀬市消防通信

指令事務協議会を設置する。 
 

平成２４年 ２月 
消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台

更新（東分署） 
 

平成２４年 ３月 

消防司令長 ２名退職 

消防司令  ２名退職 

再任用職員 １名退職 

１６代目消防団長 

    川島 健三氏退任 

平成２４年 ４月 

消防士６名採用（女性救急救命士１名

含む）、実員１４８名となる。 

再任用制度により、１名を再任用する。 

消防司令補 １名退職 

消防士   １名退職 

実員１４６名となる。 

元消防司令長 田中 敏夫氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を

授与される。 

１７代目消防団長 

田中 賢一氏就任 

平成２４年 ５月 救急救命士１名養成（計２６名）  

平成２４年 ７月  
第４８回神奈川県消防操法大会

において優良賞獲得 

平成２４年 ８月 
第４１回全国消防救助技術大会   

はしご登はんに出場 
 

平成２４年１０月 

消防署北分署改築工事 

消防司令 ２名退職（１名救命士） 

実員１４４名となる。 

第３分団第１部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

平成２４年１１月 

元消防司令長 大塚 賢次氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝単光章）を

授与される。 

 



２１ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成２５年 ３月 

消防司令長 ２名退職 

化学消防ポンプ付自動車（Ⅱ型）１台

更新（東分署） 

 

平成２５年 ４月 

消防士６名採用（女性消防吏員２名・

救急救命士２名内女性救急救命士１名

含む） 

実員１４８名となる。 

再任用制度により、２名を再任用する。 

 

平成２５年 ４月 

１５代目消防長 増井 京市氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を

授与される。 

元消防司令長 清水 勝男氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を

授与される。 

 

平成２５年 ５月 救急救命士１名養成（計２８名）  

平成２５年 ６月 広報車１台更新（審査係）  

平成２５年 ７月  第１４回座間市消防団消防操法大会 

平成２５年１１月 

消防司令長 １名退職 

元消防司令長 吉川  進氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を

授与される。 

元消防司令長 片倉 春夫氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を

授与される。 

元消防司令長 濱川 洋平氏 

叙勲（瑞宝双光章）を授与される。 

第３分団第３部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

平成２６年 １月 高規格救急自動車１台更新（北分署）  

平成２６年 ３月 

１７代目消防長 林 正純氏退任 

消防司令長 １名退職 

消防司令  １名退職 

消防司令補 ２名退職（１名救命士） 

１７代目消防団長 

    田中 賢一氏退任 

平成２６年 ４月 

１８代目消防長 篠﨑 光平氏就任 

消防士６名採用（救急救命士１名含む） 

実員１４８名となる。 

再任用制度により、１名を再任用する。 

１８代目消防団長 

    鈴木 文也氏就任 

平成２６年 ５月 

元消防司令長 市川 安男氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を

授与される。 

救急救命士１名養成（計２９名） 

 



２２ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成２６年 ７月  
第４９回神奈川県消防操法大会

において最優秀賞獲得 

平成２６年１１月 消防司令 １名退職 

第 ２ ４ 回 全 国 消 防 操 法 大 会

において準優勝獲得 

第３分団第２部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

平成２６年１２月 消防署東分署改築工事  

平成２７年 １月 資機材搬送車１台更新（本署）  

平成２７年 ２月 
署活動用無線局３２局（４００ＭＨｚ） 

運用開始 
 

平成２７年 ３月 消防司令  ２名退職  

平成２７年 ４月 

消防士４名採用（救急救命士１名含む） 

実員１４９名となる。 

再任用制度により、２名を再任用する。 

海老名市・座間市・綾瀬市消防指令セ

ンター（海老名市柏ヶ谷１０４７番地

３）開所、消防救急デジタル無線運用

開始 

緊急消防援助隊、後方支援小隊登録 

 

平成２７年 ５月 救急救命士１名養成（計３１名）  

平成２７年 ６月 
消防司令  １名退職 

査察車１台更新（指導係） 
 

平成２７年 ７月  第１５回座間市消防団消防操法大会 

平成２７年 ８月 
第４４回全国消防救助技術大会   

ほふく救出に出場 
 

平成２７年１０月  
第２分団第１部・消防ポンプ自動車配

備（更新） 

平成２７年１１月 

１６代目消防長 髙橋 富夫氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を 

授与される。 

元消防司令長 髙橋 義一氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を 

授与される。 

人員搬送車１台配備（寄付） 

 

平成２８年 ３月 

１８代目消防長 篠﨑 光平氏退任 

消防司令長 ５名退職 

消防司令  １名退職 

消防司令補 １名退職 

再任用職員 ２名退職 

１８代目消防団長 

    鈴木 文也氏退任 



２３ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成２８年 ４月 

１９代目消防長 落合 勝男氏就任 

元消防司令長 井上 昇氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝単光章）を 

授与される。 

消防士９名採用（救急救命士３名含む） 

実員１４９名となる。 

再任用制度により、３名を再任用する。 

高規格救急自動車１台配備（増強） 

１９代目消防団長 

京免 康彦氏就任 

平成２８年 ５月 

１５０ＭＨｚ帯 消防・救急無線（ア

ナログ波）廃止する。 

救急救命士１名養成（計３５名） 

 

平成２８年 ６月 
座間総合病院派遣型ワークステーショ

ン運用開始 

 

 

平成２８年 ７月  
第５０回神奈川県消防操法大会

において優秀賞獲得 

平成２８年 ８月 
第４５回全国消防救助技術大会   

はしご登はんに出場 
 

平成２８年１１月  
第３分団第５部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成２９年 ３月 
消防司令  １名退職 

消防副士長 １名退職 
 

平成２９年 ４月 

消防士６名採用 

実員１５３名となる。 

再任用制度により、１名を再任用する。 

本署救急隊増隊により４隊運用開始 

 

平成２９年 ５月 救急救命士１名養成（計３６名）  

平成２９年 ８月 
第４６回全国消防救助技術大会   

ほふく救出に出場 
第１６回座間市消防団消防操法大会 

平成２９年１２月 
高規格救急自動車１台更新（消防署） 

再任用職員 １名退職  
 

平成３０年 １月  
第１分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成３０年 ２月 

消防庁舎落成、鉄筋コンクリート造り

４階建、延面積５，２３８．０６㎡ 

消防本部創立５０周年記念式典を挙行 

 

平成３０年 ３月 

災害救助資機材搬送車１台更新 

消防司令  １名退職 

消防副士長 １名退職 

１９代目消防団長 

京免 康彦氏退任 

神奈川県消防協会から表彰旗を授与 

 



２４ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

平成３０年 ４月 

消防士３名採用（救急救命士１名含む） 

実員１５４名となる。 

再任用制度により、１名を再任用する 

本署消防隊の増強により４隊運用開始 

元消防司令長 野頭 忠明氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を 

授与される。 

２０代目消防団長 

齋藤 通泰氏就任 

平成３０年 ５月 救急救命士１名養成（計３７名） 平成３０年度水防演習 

平成３０年 ７月  
第５１回神奈川県消防操法大会

において最優良賞獲得 

平成３０年１０月 消防司令補 １名退職 
第 ２ ６ 回 全 国 消 防 操 法 大 会

において優良賞獲得 

平成３０年１１月 

高規格救急自動車１台更新（東分署）

消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台

更新（本署） 

第２分団第３部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

平成３１年 １月 広報車１台更新（警防係）  

平成３１年 ２月  第１分団第２部車庫・待機室新築 

平成３１年 ３月 

１９代目消防長 落合 勝男氏退任 

消防司令  １名退職 

消防副士長 １名退職 

再任用職員 １名退職 

 

平成３１年 ４月 

２０代目消防長 山田 淳氏就任 

消防士５名採用（救急救命士１名含む） 

実員１５５名となる。 

再任用制度により、１名を再任用する。 

（市長部局からの出向） 

消防士   １名退職 

 

令和 元年 ５月 

救急救命士１名養成（計３８名） 

元消防司令長 船田忠成氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝単光章）を 

授与される。 

 

令和 元年 ７月  第１７回座間市消防団消防操法大会 

令和 元年１１月 

１７代目消防長 林 正純氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝双光章）を 

授与される。 

元消防司令長 吉澤 喜好氏 

危険業務従事者叙勲（瑞宝単光章）を 

授与される。 

 

令和 元年１２月 消防司令 １名退職 
第２分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

令和 ２年 １月 
水槽付消防ポンプ自動車１台更新（消

防署） 
 



２５ 

年  月 消 防 本 部 消 防 団 

令和 ２年 ２月 女性消防隊広報車１台更新（消防本部）  

令和 ２年 ３月 
消防司令長 ４名退職 

再任用職員 １名退職 

（公財）日本消防協会から特別表彰 

「まとい」を授与される。 

２０代目消防団長 

齋藤 通泰氏退任 

令和 ２年 ４月 

消防士６名採用（救急救命士３名含む） 

実員１５５名となる。 

再任用制度により４名を再任用する。 

消防本部に警防課（警防係、地域消防

係）を新設する。 

消防司令補 １名退職 

２１代目消防団長 

八木 正純氏就任 

令和 ２年 ５月 救急救命士１名養成（計３９名）  

令和 ２年 ８月 
消防副士長 １名退職 

消防士   １名退職 
 

令和 ２年１０月 北分署広報車１台更新（北分署）  

令和 ２年１２月  
第５分団第２部・小型動力ポンプ付積

載車配備（更新） 

令和 ３年 ２月 

３５ｍ級はしご付消防自動車１台更新

（消防署） 

消防士 １名退職 

 

令和 ３年 ３月 

２０代目消防長 山田 淳氏退任 

高規格救急自動車更新（北分署） 

消防監   １名退職 

消防司令長 １名退職 

消防司令  ４名退職 

再任用職員 ３名退職 

 

令和 ３年 ４月 

２１代目消防長 宮野 敬氏就任 

消防士１０名採用（救急救命士３名含

む） 

実員１５５名 

再任用制度により５名を再任用する。 

消防士   １名退職 

 

令和 ３年 ６月 再任用職員 １名退職  

令和 ３年１１月 警防課地域消防係車 配備   
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年  月 消 防 本 部 消 防 団 

令和 ３年１２月 

消防士司令補 １名退職 

消防士長   １名退職 

消防士    １名退職 

 

 

令和 ４年 ２月 

 

静岡県熱海市土石流災害の緊急消防援

助隊派遣により、総務大臣から感謝状

を授与される。 

 

 

第２分団第２部  

車庫・待機室兼水防倉庫 新築 

 

令和 ４年 ３月 

 

消防庁長官から竿頭綬を授与される。 

消防司令長  ２名退職 

消防司令   ４名退職 

 

２１代目消防団長 

     八木 正純氏退任 

令和 ４年 ４月 

消防士１２名採用（救急救命士５名含

む）定員 １５７名 

再任用制度により４名再任用する。 

消防管理課に救急担当課長を新たに配

置する。 

２２代目消防団長 

     井上 美仁氏就任 
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市 勢 の 推 移 
各年度４月１日現在  

区    分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

面     積 17.57ｋ㎡ 

人 口 （ 人 ） 129,387 130,160 130,686 130,716 131,976 

世 帯 数 （ 世 帯 ） 57,663 58,778 59,609 60,175 60,893 

１世帯当たりの人口（人） 2.24 2.21 2.19 2.17 2,17 

１ｋ㎡あたり 
人口（人） 7,364 7,408 7,438 7,440 7,511 

人口（世帯） 3,281 3,345 3,392 3,424 3,465 

※ 人口と世帯数は、令和２年国勢調査速報値を基礎として住民基本台帳法および戸籍法に定める

届け出などの増減を調整して推計したもの。 

 

市 民 と 消 推 移 防 

 

消防庁舎及び施設等状況 
令和４年４月１日現在  

署所別 所在地 竣工年 建築構造 建築延面積 敷地面積 

本 部 

消防署 

相武台一丁目 48番 1号 

電話 046-256-2211 
H 30 年 鉄筋コンクリート造 4 階建 5,238 ㎡ 4,798.10 ㎡ 

東分署 
東原二丁目 7番 11号 

電話 046-256-2400 
S 54 年 鉄筋コンクリート造 1 階建 380.450 ㎡ 1,030.00 ㎡ 

北分署 
相模が丘四丁目 2番 48号 

電話 046-253-2166 
S 59 年 鉄筋コンクリート造 2 階建 448.787 ㎡ 1,181.56 ㎡ 

その他 立野台三丁目 4番 3号 H 10 年 重量鉄骨ラーメン構造 2階建 54.000 ㎡ 594.84 ㎡ 

 

 【消防力の整備指針：令和元年度消防施設整備計画実態調査】  

施設等 算定数 整備数 比率 

署 所 4 署所 3署所 75.0％ 

 

消防職員 
条例定数 実員 

消防ポンプ車    

消防署 ５台 
１７５人 １５７人 

消防団員 
条例定員 実員 

消防団 １６台 
２２３人 １８２人 

消防職員    

1 人に対し 

人口（人） 840 

消防ポンプ車

1台に対し 

消
防
署 

人口（人） 26,395 

世帯（世帯） 387 世帯（世帯） 12,178 

面積（ｋ㎡） 0.11 面積（ｋ㎡） 3.51 

消防団員    

1 人に対し 

人口（人） 725 消
防
団 

人口（人） 8,248 

世帯（世帯） 334 世帯（世帯） 3,805 

面積（ｋ㎡） 0.09 面積（ｋ㎡） 1.09 

市 勢 の 推 移 

市 民 と 消 防 

消防庁舎及び施設等状況 

令和４年４月１日現在 



 

２８ 

 

 

管轄面積は、１７．５７ｋ㎡で、常備消防における組織体制は、１本部３課、１署３課２分署で、

指揮隊、救助隊、消防隊４隊、救急隊４隊を運用するとともに、はしご車、化学車等を配備し、消

防長以下１５７人である。そして、これらの施設機材を活用し、１３万の市民の生命、身体、財産

を火災から保護するとともに、水火災又は地震等の災害を防除及びこれらの災害による被害を軽減

するほか、災害等による傷病者の搬送を適切に行うことを任務としている。 

 

座間市消防組織図 

令和４年４月１日現在 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

消防本部

査察指導係

審査係

地域消防係

警防係

庶務係

消防管理課

救急担当

予防課

消防総務課

警防課

消防係

指揮係

第２警備課

第１警備課

消防署

第１消防救急係

北分署

第２消防救急係

東分署

地域消防係

警防係

第２消防救急係

第１消防救急係

救急係

救助係

消防係

指揮係

救急係

救助係

消 防 の 組 織 

庶務係

指令係
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本 部 ･消 防 署 

東 分 署 

署 

北 分 署 

署 

消 防 本 部 ・署 ・分 署 全 景 
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凡 例 

 
消 防 本 部 

 

 
消 防 署 

 

 
分 署 

 
受持区域線 

 
地区境界線 

消 防 本 部 ・署 ・分 署 配 置 図  
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消防本部                                    

 消防総務課                                     

  庶務係                                      

   １ 儀式に関すること。 

２ 公印の管理に関すること。 

   ３ 職員の身分、服務、研修、福利厚生等に関すること。 

４ 規則､規程等の制定、改正及び廃止に関すること。 

５ 会議及び渉外に関すること。 

６ 消防施設整備基金に関すること。 

７ 消防用財産の取得及び管理に関すること。 

８ 表彰に関すること。 

９ 公務災害補償に関すること。 

１０ 消防職員委員会に関すること。 

１１ 消防職員衛生委員会に関すること。 

１２ 消防償慰金等審査委員会に関すること。 

１３ 消防功労審査会に関すること。 

１４ 消防本部の設備の維持管理に関すること。 

１５ 自家用給油取扱所の設備に関すること。 

１６ 訓練棟の維持管理に関すること。 

１７ 市民防災啓発施設等の利用に関すること。 

１８ 課内の予算調整及び執行管理に関すること。 

１９ 本部内及び課内の庶務並びに課内の他の係に属さないこと。 

 

 警防課                                       

  警防係                                                                            

１ 消防計画､水防計画その他消防に係る各種計画に関すること。 

２ 消防力の整備指針に関すること。 

３ 消防情報及び統括統計に関すること。 

４ 消防水利の整備及び管理に関すること。 

５ 緊急消防援助隊、各種応援、訓練等に関すること。 

６ 開発行為等に対する協議検査に関すること。 

   ７ 消防装備及び施設機器材の研究開発に関すること。 

   ８ 車両の更新に関すること及び本部の車両の整備管理に関すること。 

   ９ 課内の予算調整及び執行管理に関すること。 

   １０ 課内の庶務その他課内の係に属さないこと。 

  地域消防係                                    

   １ 消防団の庶務に関すること。 

   ２ 消防団の研修、教育訓練等に関すること。 

分 掌 事 務 
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   ３ 消防団の公務災害補償に関すること。 

   ４ 消防団操法大会に関すること。 

   ５ 消防団施設及び消防団設備の整備並びに管理に関すること。 

   ６ 女性消防隊に関すること。 

 

 予防課                                       

  審査係                                      

１ 危険物施設、消防施設等の審査、検査、点検報告及び手数料に関すること。 

２ 建築許可等の同意に関すること。 

３ 火気使用設備等の届出に関すること。 

４ 防火対象物の使用開始届出に関すること。 

５ 少量危険物及び指定可燃物の届出に関すること。 

６ 液化石油ガス販売事業所の許可等に関する意見に関すること。 

７ 所管に係る統計に関すること。 

８ 火災と紛らわしい煙等を発するおそれのある行為の届出に関すること。 

９ 指定催しの指定及び露店等の開設の届出に関すること。 

１０ 劇場等以外の建築物等における催物の開催の届出に関すること。 

１１ 課内の予算調整及び執行管理に関すること。 

１２ 課内の庶務その他課内の他の係に属さないこと。 

  査察指導係                                    

１ 防火作品、消防思想の啓発、普及宣伝及び消防相談に関すること。 

２ 防火管理者、危険物取扱者及び保安監督者の指導並びに講習に関すること。 

３ 防火対象物に係る消防計画、点検報告等の審査及び指導に関すること。 

４ 防火対象物及び危険物施設の査察に関すること。 

５ 火災予防行政の技術の研究及び指導に関すること。 

６ 特異火災及び大規模火災の原因並びに損害の調査に関すること。 

７ 火災の統計及び分析に関すること。 

８ 消防協力団体等の指導育成に関すること。 

９ り災証明等に関すること。 
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消防署                                     

 消防管理課                                     

  庶務係                                      

１ 公印の管理に関すること。 

２ 消防署内事務事業の調整に関すること。 

３ 消防署の設備の維持管理に関すること。 

４ 消防署員の教育及び訓練に関すること。 

５ 消防職員の安全運転管理に関すること。 

６ 消防署の整備管理に関すること。 

７ 消防活動に支障を及ぼす行為の届出に関すること。 

８ 各種証明書の発行に関すること。 

９ 消防署内の予算調整及び執行管理に関すること。 

１０ 消防署内の庶務に関すること。 

１１ 消防訓練、施設見学、救命講習等に関すること。 

   １２ メディカルコントロールに関すること。 

   １３ 水道の断減水の届出に関すること。 

  指令係                                      

１ 消防隊等の出動指令に関すること。 

２ 一般消防業務電話の接受及び消防情報の収集に関すること。 

３ 火災警報に関すること。 

４ 災害情報に関すること。 

５ 気象情報に関すること。 

６ 各種統計に関すること。 

７ 消防用通信の運用及び機器の維持管理に関すること。 

８ 海老名市・座間市・綾瀬市消防指令センターとの連絡調整に関すること。 

９ 海老名市、座間市及び綾瀬市消防通信指令事務協議会に関すること。 

１０ その他通信業務に関すること。 

 

 本署第１警備課・本署第２警備課                           

   指揮係                                       

１ 災害現場の指揮に関すること。 

２ 災害現場の現場広報に関すること。 

３ 水災害、地震等の警戒及び防御に関すること。 

４ 災害現場の情報収集及び分析に関すること。 

５ 火災の概要に関すること。 

６ 各種統計に関すること。 

７ 警防計画及び査察に関すること。 

８ 消防署員及び消防団員の警備活動に関すること。 

９ 消防署員の教育及び訓練に関すること。 

１０ 消防訓練指導に関すること。 
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   １１ 課内の庶務に関すること。 

１２ り災証明等に関すること。 

１３ その他指揮業務に関すること。 

  消防係                                       

１ 水火災、地震等の警戒及び防御に関すること。 

２ 災害現場の情報収集及び分析に関すること。 

３ 火災の概要に関すること。 

４ 火災の原因調査、損害その他災害調査に関すること。 

５ 各種統計に関すること。 

６ 消防地水利調査に関すること。 

７ 警防計画及び査察に関すること。 

８ 消防機械器具の点検及び整備に関すること。 

９ 消防思想の普及及び宣伝に関すること。 

１０ 消防訓練指導に関すること。 

   １１ り災証明等に関すること。 

１２ その他消防業務に関すること。 

  救助係                                      

１ 救助に関すること。 

２ 消防訓練指導に関すること。 

３ 警防計画及び査察に関すること。 

４ 水火災、地震等の警戒及び防御に関すること。 

５ 救助資機材等の点検及び整備に関すること。 

６ 救助統計に関すること。 

７ 消防地水利調査に関すること。 

   ８ 危険物施設の管理に関すること。 

９ 高圧ガス充てん施設に関すること。 

１０ その他救助業務に関すること。 

  救急係                                      

１ 救急に関すること。 

２ 救急訓練指導に関すること。 

３ 警防計画及び査察に関すること。 

４ 水火災、地震等の警戒及び防御に関すること。 

５ 応急手当等の普及及び啓蒙活動に関すること。 

６ 救急高度化の推進に関すること。 

７ メディカルコントロールに関すること。 

８ 救急資機材等の点検及び整備に関すること。 

９ 救急統計に関すること。 

１０ 消防地水利調査に関すること。 

１１ その他救急業務に関すること。 
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  東分署・北分署                                   

   第１消防救急係・第２消防救急係                          

１ 公印の管理に関すること。 

２ 水火災、地震等の警戒及び防御に関すること。 

３ 救助及び救急に関すること。 

４ 消防地水利調査に関すること。 

５ 警防計画及び査察に関すること。 

６ 分署設備の維持管理に関すること。 

７ 消防・救急資機材の点検及び整備に関すること。 

８ 消防活動に支障を及ぼす行為の届出に関すること。 

９ り災証明等に関すること。 

   １０ 消防思想の普及及び宣伝に関すること。 

１１ 火災原因調査、損害その他災害の調査に関すること。 

   １２ 消防訓練指導に関すること。 

   １３ 消防・救急統計に関すること。 

   １４ 救急指導に関すること。 

   １５ 応急手当等の普及及び啓蒙活動に関すること。 

１６ 救急高度化の推進に関すること。 

   １７ メディカルコントロールに関すること。 

   １８ その他消防・救急業務に関すること。 

   １９ 分署内の庶務に関すること。 

   ２０ 火災とまぎらわしい煙等を発するおそれのある行為の届出に関すること。 

   ２１ 露店等の開設の届出に関すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


